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い
わ
き
市
熊
野
神
社
の

　
　
　
　
田
楽
と
三
足
烏

　
福
島
県
い
わ
き
市
錦
町
御
宝
前
の
熊
野
神
社

に
は
、
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
「
稚

児
田
楽
・
風
流
」
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

 
こ
の
熊
野
神
社
は
熊
野
新
宮
の
分
霊
を
祀
っ

た
と
さ
れ
、
鎮
座
の
時
に
御
幣
を
く
わ
え
た
カ

ラ
ス
が
御
宝
前
の
森
に
と
ま
っ
た
の
で
、
こ
の

森
を
熊
野
の
森
と
呼
び
、
こ
の
地
に
鎮
ま
っ
た

そ
う
だ
。

 
こ
の
祭
り
で
は
、
太
陽
に
三
足
烏
、
月
に
兎

が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
二
カ
所
で
登
場
す
る
。
一

つ
は
高
さ
六
ｍ
の
「
お
ほ
こ
」
と
呼
ば
れ
る
二

本
の
青
竹
の
先
に
烏
と
兎
の
絵
が
描
か
れ
る
。

も
う
一
つ
は
、
子
供
田
楽
八
人
の
う
ち
の
二
人

が
、
八
〇
㎝
く
ら
い
の
竹
に
直
径
二
〇
㎝
ほ
ど

の
三
足
烏
と
兎
を
描
い
た
太
鼓
形
の
「
つ
ゆ
は

ら
い
」
を
東
西
に
持
っ
て
補
佐
す
る
場
面
だ
。

 
こ
の
祭
り
は
、
田
楽
舞
と
結
び
つ
い
た
、
太

陽
と
月
の
順
調
な
運
行
を
願
い
、
豊
作
を
祈
る

民
俗
芸
能
で
あ
り
、
熊
野
信
仰
と
八
咫
烏
伝
承

の
関
係
、
広
が
り
を
伝
え
る
興
味
深
い
も
の
で

あ
る
。

 
実
は
、
こ
の
御
宝
前
の
熊
野
神
社
に
一
〇
月

三
〇
日
に
お
参
り
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
拙
著

『
熊
野
八
咫
烏
』
（
原
書
房
、
二
〇
一
二
年
）

で
こ
の
祭
り
と
三
足
烏
の
こ
と
を
紹
介
し
て
お

き
な
が
ら
、
ピ
ン
と
こ
な
か
っ
た
。
祭
り
を
実

見
せ
ず
、
萩
原
法
子
先
生
の
『
熊
野
の
太
陽
信

仰
と
三
本
足
の
烏
』
（
戎
光
祥
出
版
、
一
九
九

九
年
）
か
ら
孫
引
き
し
た
か
ら
で
あ
る
。
合
併

で
勿
来
（
な
こ
そ
）
市
か
ら
い
わ
き
市
に
改
称

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
現
地
で
も
ト
ン
チ
ン
カ

ン
だ
っ
た
。
恥
ず
か
し
い
「
カ
ラ
ス
ト
ン
チ
キ

」
、
お
詫
び
し
た
い
。

（
日
本
ヤ
タ
ガ
ラ
ス
協
会
会
長
　
山
本
殖
生
）

会報

　
カ
ラ
ス
と
い
う
鳥
は
、
ど
こ
に
で
も
い
る
わ
り

に
は
嫌
わ
れ
て
い
る
。
「
夜
、
カ
ラ
ス
が
鳴
く
と

凶
事
が
起
き
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
烏

に
は
不
吉
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
そ
の
反
面
、
神

の
鳥
・
霊
鳥
と
い
う
見
方
も
あ
り
、
世
界
各
地
に

カ
ラ
ス
（
三
足
烏
）
神
話
が
あ
る
。
熊
野
で
は
神

使
・
霊
鳥
と
し
て
大
事
に
さ
れ
て
い
る
の
は
、
神

武
東
征
神
話
に
あ
る
「
八
咫
烏
」
の
せ
い
で
あ
ろ

う
。

　
今
回
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
熊
野
速
玉
大

社
内
に
あ
る
八
咫
烏
神
社
で
あ
る
。
参
道
脇
に
そ

の
も
の
ズ
バ
リ
の
「
八
咫
烏
神
社
」
と
し
て
祀
ら

れ
て
い
る
。
赤
い
鳥
居
の
奥
に
末
社
２
座
が
鎮
座

し
て
い
る
。
右
が
八
咫
烏
社
、
手
力
男
神
社
。
社

頭
の
由
緒
書
に
よ
れ
ば
「
祭
神
：
建
角
見
命
（
た

け
つ
ぬ
み
こ
と
）
。
当
社
末
社
と
し
て
古
く
か
ら

丹
鶴
山
麓
に
奉
祀
さ
れ
て
い
た
。
神
武
天
皇
の
道

案
内
を
せ
ら
れ
た
と
古
典
に
記
さ
れ
、
熊
野
神
の

使
者
と
も
い
わ
れ
、
交
通
安
全
・
招
福
に
御
神
徳

が
高
い
」
と
あ
る
。

　
全
国
に
は
八
咫
烏
ゆ
か
り
の
神
社
や
伝
承
が
あ

る
と
聞
く
。
皆
さ
ん
の
周
り
に
八
咫
烏
に
関
す
る

話
題
が
あ
り
ま
し
た
ら
情
報
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
（
日
本
ヤ
タ
ガ
ラ
ス
協
会
事
務
局
長
　
西
本
）

ヤ
タ
ガ
ラ
ス
と
日
韓
交
流

　
ヤ
タ
ガ
ラ
ス
は
古
代
中
国
に
起
源
が
あ
る
伝

説
の
烏
で
、
朝
鮮
半
島
を
経
て
日
本
に
伝
わ
っ

た
。
韓
国
で
は
三
本
足
の
烏
を
意
味
す
る
「
三

足
烏
」
（
サ
ム
ジ
ョ
ク
オ
）
と
呼
ば
れ
、
元
外

交
官
や
大
学
教
授
ら
が
「
韓
半
島
三
足
烏
交
流

会
」
を
つ
く
り
私
た
ち
の
会
と
も
提
携
し
て
い

る
。

　
韓
国
中
部
に
あ
る
百
済
時
代
の
武
寧
王
陵
か

ら
は
柄
に
三
足
烏
が
描
か
れ
た
太
刀
や
銅
鏡
が

出
土
し
た
。
高
句
麗
時
代
の
古
墳
の
壁
画
に
も

そ
の
姿
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
古
墳
は
高

句
麗
の
版
図
で
あ
っ
た
現
在
の
北
朝
鮮
と
中
国

東
北
部
に
集
中
し
て
い
る
。
三
足
烏
は
太
陽
を

表
す
円
の
中
に
描
か
れ
、
頭
部
に
は
角
か
鶏
冠

よ
う
の
も
の
が
あ
り
日
本
の
ヤ
タ
ガ
ラ
ス
と
は

姿
が
異
な
る
。
韓
国
の
神
話
に
も
登
場
す
る
。

史
書
『
三
国
遺
事
』
に
は
、
新
羅
の
炤
知
王
十

年
（
西
暦
四
八
八
年
）
に
一
羽
の
烏
が
現
れ
、

謀
反
の
動
き
が
あ
り
王
の
生
命
が
危
な
い
と
告

げ
て
、
王
は
難
を
逃
れ
た
と
い
う
説
話
が
あ

る
。
同
書
に
は
太
陽
と
月
の
運
行
を
司
る
延
烏

郞
と
細
烏
女
と
い
う
夫
婦
が
記
さ
れ
、
二
人
の

名
に
烏
の
文
字
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
太
陽
か
ら

不
滅
の
生
命
力
を
得
る
三
足
烏
を
象
徴
す
る
も

の
だ
と
い
う
解
釈
が
あ
る
。

　
現
代
を
別
と
す
れ
ば
、
日
本
と
朝
鮮
半
島
の

交
流
が
最
も
活
発
だ
っ
た
の
は
、
大
和
朝
廷
が

確
立
し
た
三
世
紀
後
半
か
ら
飛
鳥
、
奈
良
時
代

ま
で
だ
ろ
う
。
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
に

も
多
く
の
記
述
が
あ
る
。
新
羅
、
百
済
、
高
句

麗
と
い
う
三
国
か
ら
多
く
の
人
材
が
渡
来
し
、

漢
字
や
仏
教
、
さ
ら
に
寺
院
建
築
や
仏
像
、
工

芸
品
な
ど
の
高
い
技
術
を
伝
え
た
。
三
足
烏
も

こ
の
時
代
に
伝
わ
り
、
日
本
で
は
姿
を
少
し
変

え
て
ヤ
タ
ガ
ラ
ス
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
逆
に
日
本
固
有
の
様
式
で
あ
る
前
方
後
円

墳
の
築
造
技
術
が
三
国
時
代
に
半
島
に
も
た
ら

さ
れ
、
う
ち
十
余
基
だ
け
が
韓
国
南
部
に
残
っ

て
い
る
と
い
う
の
が
、
韓
国
の
学
会
で
多
数
説

に
な
っ
て
い
る
。

　
日
本
と
韓
国
は
い
ま
、
元
徴
用
工
問
題
だ
け

で
な
く
、
経
済
や
安
全
保
障
で
も
厳
し
く
対
立

し
て
い
る
。
だ
が
古
代
か
ら
続
く
活
発
で
幅
広

い
交
流
の
歴
史
を
知
れ
ば
、
政
治
や
外
交
で
の

意
見
対
立
は
あ
っ
て
も
、
嫌
韓
、
反
日
と
い
う

と
げ
と
げ
し
い
感
情
は
徐
々
に
和
ら
い
で
い
く

は
ず
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
（
山
本
　
勇
二
）

（
早
稲
田
大
学
韓
国
学
研
究
所
招
聘
研
究
員
）

日本ヤタガラス協
会からのお知らせ

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
サ
ッ
カ
ー
×
ア
ー
ト

・
日
本
サ
ッ
カ
ー
の
シ

ン
ボ
ル
を
め
ぐ
っ
て
」

の
ご
案
内

　
こ
の
た
び
、
令
和
2

年
1
月
2
6
日
（
日
）

に
、
桐
陰
会
館
（
筑
波

大
学
附
属
中
学
・
高
等

学
校
敷
地
内
）
に
て
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
サ
ッ
カ

ー
×
ア
ー
ト
　
日
本
サ

ッ
カ
ー
の
シ
ン
ボ
ル
を

め
ぐ
っ
て
」
を
開
催
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

　
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

「
三
足
烏
」
。
こ
れ
を

発
案
し
た
の
は
、
東
京

高
等
師
範
学
校
・
東
京

文
理
科
大
学
（
現
筑
波

大
学
）
の
教
授
で
あ
っ

た
内
野
台
嶺
（
1
8
8

4
～
1
9
5
3
）
と
東

京
美
術
学
校
を
卒
業
し

た
彫
刻
家
の
日
名
子
実

三
（
1
8
9
2
～
1
9

4
5
）
で
し
た
。

　
内
野
は
、
漢
文
学
を

専
門
と
し
、
大
日
本
蹴
球
協
会
（
現
日
本
サ
ッ
カ

ー
協
会
）
の
初
代
理
事
の
一
人
を
務
め
ま
し
た
。

彼
ら
は
内
野
の
先
輩
で
あ
り
、
日
本
の
サ
ッ
カ
ー

普
及
に
尽
力
し
た
中
村
覚
之
助
（
1
8
7
8
～
1

9
0
6
）
の
出
身
地
で
あ
っ
た
熊
野
の
シ
ン
ボ
ル

「
八
咫
烏
」
に
着
想
を
得
て
、
「
三
足
烏
」
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

 
2
0
2
0
年
夏
に
は
1
9
6
4
年
以
来
と
な
る

夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
こ
の
東
京
2
0
2
0

を
見
据
え
て
、
サ
ッ
カ
ー
と
ア
ー
ト
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
歴
史
を
振
り
返
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
ご
多
忙
の
折
恐
縮
で
す
が
、
是
非
と
も
ご
参
加

下
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

開
会
（
１
３
時
0
0
分
）

開
催
挨
拶
　
永
田
恭
介
（
筑
波
大
学
学
長
）

趣
旨
説
明
　
太
田
圭
（
筑
波
大
学
芸
術
系
長
）

基
調
講
演
　
H
I
B
I
N
O
 
m
e
e
t
s

 
 
 
 
 
S
O
C
C
E
R

　
日
比
野
克
彦
（
東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
長

　
　
・
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
社
会
貢
献
委
員
長
）

休
憩

講
演
①
　
三
本
足
の
カ
ラ
ス
は
ど
こ
か
ら
来
た
か

　
　
　
　
～
シ
ン
ボ
ル
の
由
来
を
た
ど
る

　
楢
山
満
照
（
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
講
師
）

講
演
②
　
三
足
烏
と
内
野
台
嶺

　
小
松
建
男
（
筑
波
大
学
人
文
社
会
系
教
授
）

講
演
③
　
内
野
台
嶺
と
中
村
覚
之
助

　
中
塚
義
実
（
筑
波
大
学
附
属
高
等
学
校
保
健

　
　
　
　
　
　
体
育
科
教
諭
）

講
演
④
　
時
代
を
映
す
彫
刻
家
・
日
名
子
実
三

　
宮
坂
慎
司
（
筑
波
大
学
芸
術
系
助
教
）

休
憩

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
　
日
比
野
克
彦
＋
太
田
圭
＋

　
　
　
真
田
久
（
筑
波
大
学
体
育
系
教
授
）

閉
会
挨
拶
（
1
7
時
0
0
分
）

主
催
　
筑
波
大
学
芸
術
系

後
援
　
公
益
財
団
法
人
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
、
独

立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
、
秩

父
宮
記
念
ス
ポ
ー
ツ
博
物
館
、
筑
波
大
学
蹴
球
部

同
窓
会
茗
友
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
、
N
P
O
法
人
日

本
ス
ポ
ー
ツ
芸
術
協
会
、
日
本
ヤ
タ
ガ
ラ
ス
協
会

、
熊
野
三
山
協
議
会
、
N
P
O
法
人
サ
ロ
ン
2
0

0
2

熊
野
速
玉
大
社
の
八
咫
烏
神
社

韓国の三足烏

。

中村覚之助　顕彰碑


